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帯磁率異方性解析でみる海底地すべり堆積物：南海トラフの例
Identifying mass transport deposits using magnetic fabric analysis: An example from
Nankai Trough
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海底地すべりは世界中の広い海域で発生しうる潜在的地質災害である。海底地すべり堆積物の研究はその性質や発生
メカニズムの理解に資するが，海洋掘削で得られるコア試料は時として充分に観察できるだけの質・量を得られないこ
とがある。我々はコア試料を用いて，従来の肉眼記載を補完する手法として帯磁率異方性解析の有用性を検討した。南
海トラフ地震発生帯掘削計画 (NanTroSEIZE)による複数の掘削地点で海底地すべり堆積物が観察されている。本研究で
は巨大分岐断層下盤の斜面堆積場であるサイト C0008と C0018を対象とし，掘削試料の帯磁率異方性を測定した。その
結果，海底地すべり堆積物では形状パラメータ (T)と帯磁率楕円体の軸方位が有意にばらつく傾向があり，その形成過程
での移動・再堆積を反映していると考えられる。また地すべり堆積物の下部に向かって伸張パラメータ L の増加が見ら
れ，底部すべり面近傍での剪断局所化に関連すると考えられる。一方，サイト C0008で地すべり地質体と記載されてい
る層では，上記と逆に，より圧密されていることを示唆する結果を得た。観察の再検討と合わせ，この層準は地すべり
でない可能性が示唆される。本研究から地すべり堆積物の認定やその内部構造の把握に帯磁率異方性解析が有効である
ことが分かった。
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